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分子を認識できるゼオライトを、独自のフッ素後処理などの複合化処理を
行うことで、高い分離機能・センシング機能を付与

独自のゼオライト後処理技術による分子認識性の高度制御

有機物分離・イオン回収・新規センシング・低温二酸化炭素吸着など

ゼオライト結晶表面のみをフッ素系アルコキシドなどで処理することで、分子ふるい性、
吸着性を制御する。この素材を、膜分離、吸着分離、センシングに応用し、メーカー、
独立行政法人を含み、オール芝浦体制で実用化を目指す。
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分離システム工学研究室
（野村：応化・豊洲）
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炭化水素・水処理

分子集合学研究室
（堀：応化・大宮）

低温吸着
二酸化炭素分離

新エネルギー材料科学研究室
（新井：材料・豊洲）
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生命情報電子研究室
（六車：電子・豊洲）

機能膜電極
バイオセンサ

フッ素系アルコキシド：堀

ゼオライト表面処理：野村

本研究

メーカー等

ユーザー

住友化学
・セラミック基材

シナネンゼオミック
・ゼオライト表面処理

東ソー
・合成ゼオライト供給

日本原子力研究開発機構
（本学卒業生担当）

・製膜

技術協力製造

技術ポイント
・ゼオライトによる
分子認識機能

・フッ素系後処理
による四重極制御
（疎水化）

住友化学（浄水処理）、デンソー（水回収）、ダイセル（工場プロセス＆二酸化炭素分離）、日本原子力研究開発機構（汚染水処理）

産業技術総合研究所
（本学卒業生担当）

・基材＆溶媒分離 Universiti Teknologi Malaysia
・水処理＆iPBL

忠南国立大学（韓国）
・ゼオライト合成＆iPBL

国際共同研究

研究体制
Akademia Górniczo-Hutnicza
・吸着材＆Double Degree
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